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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第35期

第２四半期累計期間
第36期

第２四半期累計期間
第35期

会計期間
自  2012年４月１日
至  2012年９月30日

自  2013年４月１日
至  2013年９月30日

自  2012年４月１日
至  2013年３月31日

売上高 (千円) 2,135,024 2,234,866 5,351,977

経常利益 (千円) 4,797 36,430 31,699

四半期(当期)純利益 (千円) 1,261 43,821 15,889

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,949,500 2,949,500 2,949,500

発行済株式総数 (千株) 8,450 8,100 8,450

純資産額 (千円) 7,020,201 6,972,422 7,059,853

総資産額 (千円) 7,951,460 7,831,565 8,328,623

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 0.15 5.31 1.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ６

自己資本比率 (％) 88.3 89.0 84.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 345,967 1,391,427 △602,083

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △16,088 △1,723 △58,634

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △49,974 △50,500 △50,463

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,291,326 4,639,443 3,300,240

　

回次
第35期

第２四半期会計期間
第36期

第２四半期会計期間

会計期間
自  2012年７月１日
至  2012年９月30日

自  2013年７月１日
至  2013年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 7.76 5.17

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため、記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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以下「第２　事業の状況」に記載している金額には、消費税等は含まれておりません。

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、財政状態および経営成績の状況の異常な変動等または、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特に記載すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態

当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ497百万円減少し、7,831百万円となり

ました。

主な要因は、現金及び預金が1,339百万円、受取手形が27百万円増加しましたが、完成工事未収入金

が1,615百万円、船舶が132百万円、短期保証金（流動資産「その他」）が92百万円減少したことによ

るものであります。

負債合計は、前事業年度末に比べ409百万円減少し、859百万円となりました。

主な要因は、未払金（流動負債「その他」）が101百万円、未払費用（流動負債「その他」）が26百

万円増加しましたが、工事未払金が428百万円、未成工事受入金が49百万円減少したことによるもので

あります。

純資産合計は、前事業年度末に比べ87百万円減少し、6,972百万円となりました。

主な要因は、四半期純利益を43百万円計上しましたが、剰余金の配当と自己株式を消却したことに

より、剰余金が124百万円減少したことによるものであります。

　

(2) 経営成績

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀による金融緩和等のアベ

ノミクス効果が表れ、円安や株高が進展し、輸出の持ち直しや消費マインドの改善が見られるととも

に、2020年の東京オリンピック開催も決まり、景気の先行きに明るさが見えてきた一方では、消費税

率の引き上げやアメリカの財政問題、中国経済の失速懸念等の不安材料もあり、依然として不透明な

状況が続いています。

このような状況のなか、当社は、最も得意とする分野の海上工事や河川や護岸の耐震補強工事等の

獲得に努め、業績向上に向けて取組んでまいりました。

この結果、受注高は2,392百万円（前年同四半期比9.3％減）となりました。売上高は2,234百万円

（前年同四半期比4.7％増）、営業利益は35百万円（前年同四半期は２百万円の利益）、経常利益は36

百万円（前年同四半期は４百万円の利益）、四半期純利益は43百万円（前年同四半期は１百万円の利

益）となりました。
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当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

建設事業の受注高は1,660百万円（前年同四半期比2.0％増）、売上高は1,539百万円（前年同

四半期比13.6％増）となり、セグメント利益は91百万円（前年同四半期比584.9％増）となりま

した。

（海運事業）

海運事業の受注高は731百万円（前年同四半期比27.5％減）、売上高は694百万円（前年同四

半期比10.8％減）となり、セグメント利益は93百万円（前年同四半期比34.9％減）となりまし

た。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間のキャッシュ・フローは以下のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少があったものの、売上債権の減少および減

価償却費により、1,391百万円の収入（前年同四半期は345百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入があったものの、船舶の改

造による設備投資等により、１百万円の支出（前年同四半期は16百万円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、50百万円の支出（前年同四半期は

49百万円の支出）となりました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、4,639百万円（前年同四半期は

4,291百万円）となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2013年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2013年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,100,719 8,100,719 ―
単元株式数は1,000株で
あります。

計 8,100,719 8,100,719 ― ―

(注)  当社は、親会社である青木あすなろ建設株式会社を株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社とする

株式交換により、2013年７月29日をもち上場廃止となりました。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2013年８月１日 △349,281 8,100,719 ― 2,949,500 ― 2,724,500

(注)  発行済株式総数増減数の減少は、自己株消却によるものであります。
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(6) 【大株主の状況】

　 　 2013年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

青木あすなろ建設株式会社 東京都港区芝４丁目８－２ 8,100 100.00

(注)  当社は、親会社である青木あすなろ建設株式会社を株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社とする

株式交換により、2013年８月１日をもち青木あすなろ建設株式会社の完全子会社となりました。

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

　 　 　 2013年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,100,000
8,100 ―

単元未満株式
普通株式

719
― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 8,100,719 ― ―

総株主の議決権 ― 8,100 ―

　

②　【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣

府令第63号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令14号）に準じて記載しておりま

す。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第２四半期会計期間(2013年７月１日か

ら2013年９月30日まで)および第２四半期累計期間(2013年４月１日から2013年９月30日まで)に係る四半

期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
 (2013年３月31日)

当第２四半期会計期間
 (2013年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,300,240 4,639,443

受取手形 249,998 277,842

完成工事未収入金 2,606,543 990,555

未成工事支出金 － 561

材料貯蔵品 116,196 126,874

その他 252,438 133,018

貸倒引当金 △869 △393

流動資産合計 6,524,548 6,167,902

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） 1,361,145 1,228,518

その他（純額） 336,862 323,757

有形固定資産合計 1,698,008 1,552,276

無形固定資産 8,104 10,328

投資その他の資産

投資有価証券 70,810 75,080

投資不動産 3,864 3,864

その他 23,287 22,113

投資その他の資産合計 97,962 101,058

固定資産合計 1,804,075 1,663,663

資産合計 8,328,623 7,831,565

負債の部

流動負債

工事未払金 708,147 279,216

未払法人税等 16,003 15,722

未成工事受入金 49,665 12

賞与引当金 39,543 37,284

その他 127,347 221,829

流動負債合計 940,706 554,066

固定負債

退職給付引当金 237,191 235,034

船舶特別修繕引当金 69,155 64,466

その他 21,715 5,574

固定負債合計 328,063 305,075

負債合計 1,268,769 859,142
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（単位：千円）

前事業年度
 (2013年３月31日)

当第２四半期会計期間
 (2013年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,949,500 2,949,500

資本剰余金 2,724,500 2,724,500

利益剰余金 1,412,046 1,287,962

自己株式 △32,382 －

株主資本合計 7,053,663 6,961,962

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,190 10,460

評価・換算差額等合計 6,190 10,460

純資産合計 7,059,853 6,972,422

負債純資産合計 8,328,623 7,831,565
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 2012年４月１日
  至 2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2013年４月１日
  至 2013年９月30日)

売上高 2,135,024 2,234,866

売上原価 1,978,104 2,050,056

売上総利益 156,920 184,809

販売費及び一般管理費
※１ 154,037 ※１ 149,776

営業利益 2,883 35,032

営業外収益

受取利息 561 2

受取配当金 1,230 1,230

その他 122 164

営業外収益合計 1,914 1,397

経常利益 4,797 36,430

特別利益

固定資産売却益 －
※２ 15,072

投資不動産売却益 696 －

特別利益合計 696 15,072

税引前四半期純利益 5,493 51,503

法人税、住民税及び事業税 4,232 7,682

法人税等合計 4,232 7,682

四半期純利益 1,261 43,821
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 2012年４月１日
  至 2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2013年４月１日
  至 2013年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 5,493 51,503

減価償却費 187,671 160,386

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,484 △476

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,295 △2,258

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,773 △2,156

船舶特別修繕引当金の増減額（△は減少） △11,114 △4,689

受取利息及び受取配当金 △1,791 △1,232

固定資産売却損益（△は益） － △15,072

投資不動産売却損益（△は益） △696 －

売上債権の増減額（△は増加） 397,176 1,588,144

未成工事支出金の増減額（△は増加） 589 △561

材料貯蔵品の増減額（△は増加） 19,870 △10,677

仕入債務の増減額（△は減少） △240,478 △428,930

未成工事受入金の増減額（△は減少） △6,830 △49,652

その他 1,001 115,565

小計 350,477 1,399,891

法人税等の支払額 △4,510 △8,464

営業活動によるキャッシュ・フロー 345,967 1,391,427

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 1,791 1,232

有形固定資産の取得による支出 △52,693 △25,298

有形固定資産の売却による収入 － 25,942

無形固定資産の取得による支出 － △3,600

投資不動産の売却による収入 34,814 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,088 △1,723

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △49,727 △49,762

その他 △247 △737

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,974 △50,500

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 279,904 1,339,203

現金及び現金同等物の期首残高 4,011,422 3,300,240

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 4,291,326 ※ 4,639,443
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

　
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　該当事項はありません。
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(四半期損益計算書関係)

※１．　販売費及び一般管理費のうち主な科目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  2013年４月１日
至  2013年９月30日)

役員報酬 31,050千円 30,510千円

従業員給料手当 46,678千円 39,600千円

法定福利費 11,170千円 9,999千円

賞与引当金繰入額 6,771千円 5,501千円

貸倒引当金繰入額 △9,484千円 △476千円

　

※２．　固定資産売却益の内訳は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  2013年４月１日
至  2013年９月30日)

機械装置売却益 －千円 542千円

船舶売却益 －千円 14,530千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  2013年４月１日
至  2013年９月30日)

現金及び預金 4,291,326千円 4,639,443千円

現金及び現金同等物 4,291,326千円 4,639,443千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  2012年４月１日  至  2012年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2012年５月11日
取締役会

普通株式 49,940 ６ 2012年３月31日 2012年６月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

当第２四半期累計期間(自  2013年４月１日  至  2013年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2013年５月10日
取締役会

普通株式 49,927 ６ 2013年３月31日 2013年６月20日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、当社および青木あすなろ建設株式会社との間で締結された株式交換契約および会社法第178

条の規定にもとづき、2013年７月25日開催の取締役会において決議し、2013年８月１日付にて349,281

株の自己株式を消却いたしました。これにより、自己株式が117,977千円減少し、利益剰余金も同額減

少いたしました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  2012年４月１日  至  2012年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,355,844 779,179 2,135,024

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,355,844 779,179 2,135,024

セグメント利益 13,337 143,582 156,920

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 156,920

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) 154,037

四半期損益計算書の営業利益 2,883

(注)  全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  2013年４月１日  至  2013年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,539,886 694,979 2,234,866

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,539,886 694,979 2,234,866

セグメント利益 91,351 93,458 184,809

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 184,809

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) 149,776

四半期損益計算書の営業利益 35,032

(注)  全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  2013年４月１日
至  2013年９月30日)

１株当たり四半期純利益 0.15円 5.31円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 1,261 43,821

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,261 43,821

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,323 8,245

（注）第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士    松    井    隆    雄    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士    福    島    英    樹    印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
2013年11月７日

青木マリーン株式会社

取締役会  御中

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている青

木マリーン株式会社の2013年４月１日から2014年３月31日までの第36期事業年度の第２四半期会計期間

(2013年７月１日から2013年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2013年４月１日から2013年９月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、青木マリーン株式会社の2013年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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